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共通体育「ハンドボーんjと共に

湾村レイ子

I はじめに

筑波大学共通科自 7体育jは，たくましい心

と身体を育み，豊かな入関性と高い命理観を養

うとともに， 自立的に自己を成長させ続ける力

を持った学生を育てることを理念とし，次の 5

つの目標を掲げている。

1 健康・体力およびスポーツ技能に隠する

基礎的知識や思考力と実践力の極養

2 豊かなこころと社会性の醸成

3 たくましい精神，高い倫理観の醸成

4 スポーツ文化の知的解釈力・観賞カの養成

5 自律的に自己を成長させ絞ける力の携築

そこで，各担当教員はそれぞれの指導する科

呂を通して呂擦を達成すべく日々の業務に取り

組んで、いる臼

E 授業の概要

私が担当するハンドボールは，走・跳・投・

捕の身体活動の基本運動が含まれており，高度

な技術がなくても，誰でもゲームを楽しむこと

が出来るので，学校体育教材としても適してい

ると言える。また，ハンドボールはチームスポー

ツとしてその技能や体力を高めるだけでなく，

社会性やフェアプレイの精神を身につけるのに

も役立つことから，前述した筑波大学の 5つの

目標を達成するにふさわしいスポーツであると

考えられる。

私の授業では，共通体育 fハンドボールjの

学習呂標を，ハンドボールのゲームを通して，

ハンドボールの特性や技術・戦術の基礎を学習

することとしている。

本授業はこれまで年間を通して同一科目を行

う通年型の授業形態である。(平成 23年疫から

1年生対象の授業は学期完結裂の授業に変更)

授業時間は l回が75分で各学期日週，年間

30遊を基本として実施している。 l間の授業の

流れは，準織選裂J.技宇野練習，ゲームを整理運

動とし必ず授業のまとめとし

を千:jっている Q

ゲーム

授業内容について大まかに記述すると

1学期は，偶人技術・戦術を 1:j::J心に練演し

その後ゲーム

2学期i丈グルーブ戦構を総務し，その後ゲ--

ム

3学期は.チーム戦結を練習しその後ゲー

ム

という

掲)。

E 授業の効果

進めている

1 体力的側面からの変容

1 ~ 3， i今

ハンドボールの技術的特性として，走，跳，投，

捕という基本的運動能力が含まれると言われて

いる。とりわけ，パスやシュートを仁I::J心とした

投動作はハンドボールの技術習得のための最も

重要な技術である。

筆者が大学体育研究 (2009)で報告した「共

通体育ハンドボール授業での投能力の向上につ

いてj では，以下の結果が得られた(表 4~表

6，再掲)。

本学 1・2年生の男子 104名，女子 97名のハ

ンドボール受講学生の投能力を測定レ受講学生

の，授業開始時と最終授業終了時のハンドボー
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表 1 1学期の指導内容 ~他人技術・戦術とゲーム~

Hl話事のポイントE走路回数 E護産量 i畳芸室内容 方法 時間(分)

-/、ンドボールの動き作り -2人でポールハンドリング 20 歩の動きに後れる

15 投げの基本-4人でパスキャッチ

ジャンプシュート

-J、ーフコート5対5

・4人でパスキャッチ

.ジャンブフェイント

-Jl-ーズボーJl-1対1から

-5人でゲーム(6分ハーフ)

・4人でパスキャッチ

-パスキャyチ

・シュート

-パスゲーム

-ポールに綴れる
.ルールの理解 15 

10 楽しくプレイする

15 !IlIJきながらパスキャッチ

10 対1の攻め白防衛

20 

15 ゲームの進め方

15 色々なパス

10 

20 相手のスピードに合わせる

1ゴールにつき男子i立11点女子は31点(以
15 
下向指)

-/ 、スキャッチ

・フェイント
2 ・ハンドボールの動きを身につける

-ンユート

・ゲーム

0'¥スキャッチ

ドリフJl-

-/、ーフコート 1 対 1~2対2-シュート3 ボーlしをll1Jへi釜ぶ

-正式ゲーム(6分ハーフ)-ゲーム

-4人でパスキャッチ

-オールコート2対2~3対3

.正式ゲーム(8分ハーフ)

-/ 、スキャッチ

・迷攻

20 

4 ・速攻 20 攻防の切りもまえを素早くする

-ゲーム

守合すブ、Jヤリンヘ関空アj
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01¥スキャッチ -4人でパスキャッチ

-ポストシュート ・そのi轟からのシュート

-走り込みからシュート

-ゲーム ・正式ゲーム(8分J、ーフ)

-/¥スキャッチ ・サイド45.でパス

・ゴールキーピング

サイドシュート ・左右サイドシュート

5 ・ゴールエリア近くの攻妨

20 

10 

GKの基本動作
-サイドでの攻!お
-ゴールキーピンク'

15 コートの中央へジャンフする

s
b
 

A
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B
B
 
な切適のとス、ノェフ

J
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-
7
 

0

0
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0
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内

4
-
4
4

内
ノ
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-7mスロー

・ゲーム

-/¥スキャッチ

・ロンク'シュート

-正式ゲーム(8分ハーフ)

・4人でパスキャッチ

ジャンフ町ロング・ンュート

.ステッブロングシュート

-正式ゲーム(10分J、ーフ)

7 ・淡い{立鐙からのシ斗ート

-ゲーム

01¥スキャッチ

25 

-4人でパスキャッチ 10 

・中央・ポスト・サイドでシユ?ト 10 

-正式ゲーム(8分ハーフ 20

・チーム)JIJ 20 

-;f-ジションシュート

.ゲーム

-;選投測定

・1凶75分泌幾でウォーミングアップとクーリよすすちヲの時簡を15分

8 ・各71fジ、ン司ンでのシュート

表2 2学期の指導内容 ~グループ戦術とゲーム~

3産総回数 課題 ;受業内容 方法 時間(分) 指導のポイント

-/ ¥スワーク -パフレルパスワーク 20 カットインのコース
-2人のコンビ

-/ <;ラレルカットインプレイ・コート中央2対1-2対2 20 /¥ートナーに合わせる-/¥ラレルカットイン】
-ゲーム -正式ゲーム(8分ハーフ) 20 

-/¥スワーク -クロスリターンパス 20 アンダーハンドパス
-2入のコンビ

-クロスカットインプレイ ・コート中央2対 1~2対2 20 
ークロスカットインー

-ゲーム -正式ゲーム(8分J、ーフ) 20 

-/ <;スワーク -ポストと/¥':Jクコートで 20 ポストの役割
-2ポ人スのトコンピ -ポストプレイ -コート中央2対1-2対2 20 ポストの位蜜取り i 構え
叩 プレイー

-ゲーム -正式ゲーム(8分J、ーフ) 20 

-パスワーク -3ポイント/¥ス 15 パス後のスナップJ心:ノク

-3人のコfンンフピレ -カットインプレイ -ct失3対2-3対3(ポスト熊) 20 攻防の継続ーカットイ イω
-ゲーム -正式ゲーム(10分ハーフ) 20 

-/¥スワーク -3ポイントパス 15 ポストへのパス
'3入のコンピ

-ポストプレイ -中央3対2-3対3(ポスト有) 20 ブロックの仕方
一中央でー

-ゲーム -正式ゲーム(10分ハーフ) 25 

./¥スワーク -3ポイント/¥ス 15 

6 
-3人のコンビ

-サイドプレイ サイド3対2-3対3 20 攻撃の犠を広げるーサイドで】
-ゲーム -正式ゲーム(10分ハーフ) 25 

-/¥スワーク -4ポイント/¥ス 15 コート全体を使って攻める

7 -左右3ます3攻防 -セット攻防 -セット8対4~6立す6 20 素早いパスで攻める

-ゲーム -正式ゲーム(10分J、ーフ) 25 

-パスワーク -6ポイント/¥ス

8 
-~在学いパスで -セット攻防 -セット5対5-6対5 10 

-コート全体で -ゲーム -正式ゲーム(10分，、ーフ) 25 

-逃j主総定 -チーム)JIJ 20 オ-/¥-/、ンドスローで1人3@]

言1面7言分j受3撃で‘ウョFーミングアップとクーリンクダウンの時間を15分
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主主E墓密室主 ;受喜義的経

表3 3学期の指導内容 ~チーム戦詳?とゲーム~

方法 苦奇長島(分)長翠霊童

セ‘ノトオフェンスつンポスト

-パスワーク

・シュート

.6対5

・ゲーム

・パスワークとシュート

'6ませ8

・ゲーム

セットオフェンスダブルポスト

パスつーク

ゾーンディフェンス 6-0R方議j

イ・レ

夕
、
フ
一
ン

ム
一
ワ
吋

初

ニ

ス

外

的
ゲ
一
八
カ4 ・ゾーンディフェンスト1務総

'6~イントパス 5 攻撃ポジションの夜怒

"ボジシ呈ンシュート 10 コート1¥ランスをとる

4ませB主主(ttj:)分x4 15 

.i:E式ゲーム(10分ハーフ 25

.;t-Ji-コ h ト2対1-3対2 15 
'6主主6攻銭 3分X4 15 

.iE王主ゲーム{10手1'1、)フ} 25 

.'t'灸4玄~4 15 

.6主守容攻客寄 3ガx4 15 

-自主せ邑攻務 3分x4 15 

セット6対6攻wi王女訪の切りも会え '6)1す5攻E言語、らフ7ーストブレイク ・5対6主主wi10分x2 20 

ーゲーム ・2式ゲーム(12分，、ーフ 30

・パスワーク ・4人パスキャッチ s 
セット6対Sとフリースローからの攻I!n ・7'Jースローからお波書露 20 

7 ・テ}ム級事~6対6 .6対6

.6対5

・ゲーム

・主義投草議定'

ーウォーミングアップを20分とり aモチベーシヨンエクササイズを行うクーリングダウンl立自分

チーム雇主総6ませS

表4 受講学生，筑波大学生，全国ハンドポー

jレ投げの比較

女子 16.5 3.8 13.9.03.9  37 

.~~喜平士号{文苦悩{事事警諾ゴ0(6)
日筑波大学生{筑波大学.2∞8)

表5 受講男子学生の授業前後における投距離

授業部 ;受業後
統計結果

平均 (m) 機準偏差平均 (m)標準偏差

全学生 29.2 5.9 33.2 6.6 後楽部Iく授業後…

上位若草 34.0 3.4 37.1 5.4 授業前く授業後一

下位若手 24.3 3.4 29.1 5.2 綬楽部<授業後…

…p < 0.001 

表6 受講女子学生の授業前後における投距離

授業部 i受業後
統計総菜

平均 (m) 標準偏差平均 (m)様準係差

全学生

上位群

下位若手

16.519.2  4.4受業前く授業後一

19.522.2 4 授業前<授業後…

13.5 2.0 16.2 3.1 後室長約く授築後…

…p < 0.001 
本女子学生97名中.記録が{申びなかったのは4名

.6ます 6~主筋 4分><4 20 チ…ム車U!.!誌を議官える

5 

25 
20 ;tーパー，、ンドスロ~で1人3[lil

ル投げの記録の変化を検討し

では，男子が平均4.0メートル，女子が平均2.7

メートル投力の伸びがみられた訂またー

より記録が高い上位群と低い下位群と比較する

と，弟子では上位群がプラス 3.1メートル，下

位群がプラス 4.8メートル，女子では締群とも

プラス 2.7メートルであった。男子の下位群ほ

ど記録が大きく向上した。これは，ボール投げ

の苦手な学生でも，ハンドボールの授業で繰り

返しボールを投げたことにより投動作が上達し

記録の向上がみられたことを表すものであると

考えられる。

2 ハンドポール授業についての学生の評価

共通体育「ハンドボーjレj授業の効果を明ら

かにするために，アンケート調査を実鈍した。

調査対象は平成 23年度ハンドボール受講生 75

名と平成 24年度ハンドボール受講生 66名で¥

合計 141名である。どちらも最終授業終了時に

調査を実施した。調査項目は，人間カの育成に

関する設問 6項吾，スポーツや身体運動の価値

に関する設問 4項日，健康・体力に関する設問
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4項目，ハンドボールの特性に関する設問 16

項目の合計30項目である G 各項目毎に，11 そ
う思わない， 2 あまりそう思わない， 3 やや

そう思う， 4 そう思う jの4段階に分けて答

えてもらった。

図 lは， 30項目の平均得点 (4点満点)を表

したものである。得点が高かった項目は， 1ハ

ンドボールの楽しさを実感できたJ(3.66)， 1ス

ピード感あふれるスポーツであるJ(3.61)， r仲
間とスポーツの楽しさを共有できたJ(3.54)， 

「動きが激しくハードなスポーツだと思う J

(3.52)， rチームメイトや仲間との交流ができ
たJ(3.52)， 1チームプレーが面白かったJ(3.48) ， 

「ストレス解消と気分転換になったJ(3.46)等

であった。

一方，得点が低かったのは， 1接触が多くて

ケガなどが心配J(2.27). 1ゴールキーパーと

の駆け引きができたJ(2.44). r速攻のスピー
ドについていけたJ(2.65). rスタミナがつい
たJ(2.67)， 1色々なパスが出来るようになったJ

(2.67). r練習や試合でシュートが入るように
なったJ(2.68)等であった。「接触が多くてケ

ガなどが心配jの項目は，唯一ハンドボールの

マイナスイメージについての設問であるが，調

査項目のlやで最も低い得点であり，ハンドボー

ルをケガの多い危険なスポーツであると考える

者は思ったより少なかった。ハンドボールは，

14ぷ

ルール上，身体接触が許されておりケガが起き

やすいと言われている。本授業では，初心者が

多いこと，男女一緒にプレーすることからケガ

防止のためにも身体接触をさせないように指導

をしているので，このような結果になったので

はないかと推測される O

図2は，調査項呂を人間力，健康・体力，ス

ポーツの価値，科呂特性の 4つのカテゴリーに

分けた得点である O 人間力に関する得点が3.38

と高く，科目特性に隠する得点が2.92と低かっ

た。この結果から考えられるのは，ハンドボー

ルはチームスポーツであるためグループ活動を

通して仲間との交流の機会が多くなり，人隠力

に隠する得点が高かったと考えられる O 科目特

性に関する得点が低かったのは，授業の中で獲

得した基礎的な技術をもとにゲームを楽しむこ

とはできたが， さらに進んだレベルの技術獲得

は，時間の制約もあり充分ではなかったのでは

ないかと思われる。

次の表7は，受講学生がハンドボ}ルの授業

を通して感じた印象を，肯定的(そう思う，や

やそう思う)と，否定的(あまりそう思わない，

そう思わない)との2つに分けてまとめた結果

を表したものである。肯定的な回答が得られた

ものは， r仲間とスポーツの楽しさを共有でき
たJ(94.3%)， 1ハンドボールの楽しさを実感

できたJ(94.3%)， 1スピード感あふれるスポー

ぶ'atJ' ぷ'..J'<ift，'<" "v~' . __ 1)'¥" .， .• n'"\" ふ"也~.. þ~'~" .....:>"'.. ....-.....-"'.. ..~I)<" ~ぶ'ふ~.. .~I'}'\'" ~;-'\" &，::-.:<" ;.{;l'<" "，q，Y{' 1/1.アザ，~'\.. _，，，，x:..ポ;-，<..ふ"金:th~t;) .../>"''' 

νA将治法慌が :符筏グ
ペ//i〆〆 JV ヤ γγJ J〈々シ/'~トャvr

申

事3.5点以上の項目

図 1 全 30項自の平均得点
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ツであるJ(94.3%)， rチームメイトや仲間と
の交流ができたJ(93.6%)， r動きが激しくハー
ドなスポーツだと思うJ(92.2%上り¥ンドボー

ルのルーんを学べたJ(92.2%にfストレス解

消と気分転換になったJ(91.5%) と7項目が

高い評価であった。一方.肯定率が 60%以下

であったのは， r接触が多くケガなどが心配
だったJ(36.9%上 fゴールキーパーとの駆け

引きができたJ(39.0%)， r速攻のスピードに
ついていけたJ(53.9%)， r練習や試合でシュー
トが入るようになった (55.3%)， rスタミナ
がついたJ(56.0%)， r色々なパスが出来るよ
うになったJ(58.2%)， r状況に応じたパスや
シュ}トができたJ(59.6%)などの?項gであっ

た。これらはハンドボールの特z性にi謁する項目

であった。

人間力 量童書草・体力 スポーツの寝室後 事毒自寺毒性

民2 4カテゴ1)-~Ij平均得点

本授業でのハンドボールの技術・ i践捕につい

ての理解や達成度に関わる項目を見ていくと，

表7 ハンドボールについての印象

仲間とスポーツの楽しさを共有できた

ハンドボールの楽しさを笑感できた

スピード感あふれるスポーツである

チームメイトや仲間との交流ができた

動きが激しくハードなスポーツだと思う

ハンドボールのルールを学べた

ストレス解消と気分転換になった

身体を思いきり動かすことができた

チームプレーが面白かった

運動不足の解消に役立った

ゴール前での攻防が面白かった

チーム戦術を学べた

ポジションの役割が少しは理解できた

スポーツのマナーの習得に役立つた

パスやシュートなどの技術が上達した

コミュニケーション能力が向上した

考えながらプレーできた

基礎体力の向上に役立つた

攻守の切り替えの速い試合ができた

練習したことが試合で発揮できた

投球フォームが良くなった

投能力の向上が見られた

作戦を立てて試合に臨めた

状況に応じたパスやシュートができた

色々なパスができるようになった

スタミナがついた

練習や試合でシュートが入るようになった

速攻のスピードについていけた

ゴールキーパーとの駆け引きができた

接fgrt、が多くケガなどが心配だ、った
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思う 思わない

133 (94.3%) 

133 (94.3%) 

133 (94.3%) 

132 (93β%) 

130 (92.2%) 

130 (92.2%) 

129 (91.5%) 

124 (87.9%) 

122 (86.5%) 

121 (85.8%) 

118 (83.7%) 

115 (81.6%) 

114 (80.9%) 

113 (80.1%) 

110 (78.0%) 

108 (76.6%) 

104 (73.8%) 

104 (73.8%) 

103 (73.0%) 

95 (67.4%) 

90 (63.8%) 
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「チームプレーが隠白かったJ(86.5%)， rゴー
ル前での攻防が面白かったJ(83.7%)， Iチー

ム戦術を学べたJ(81.6 %)， rポジションの役
割を少しは理解できたJ(80.9%) などの戦術

に関する印象は比較的高く， 80%を超えていた。

その一方， rパスやシュートなどの技術が上達
したJ(78.0%)， I投球フォームが良くなったj

(63.8%)， r状況に応じたパスやシュートがで
きたJ(59β%)， rゴールキーパーとの駆け引
きができたJ(39.0%) などの個人技術の獲得

に関する項弓は低い値であった。ハンドボール

の受講学生は，戦争時を理解しているが，個人技

術の獲得という点から見ると評価が低く，ゲー

ムで充分なパフォ一マンスを発揮するまでには

至っていないことが分かる O

体育センターでは，王子成 23年度から l年生

の授業がこれまでの通年 1科目履修から 1年部

3 科目!被修へと変吏になった。そこで，通~三型

と学~m完結型との結果を比較した結果， 10ポ

イント以上の違いがあったのは， I運動不足の

解消に役立った」と「作戦を立てて試合に臨め

たjの2項闘で学期完結型の方が高く， rゴー
ルキーパーとの駆け引きができたJで通年の方
が高かった。

N まとめ

本調査は，受講学生がハンドボールの授業に

ついてどのような印象を持ったかを調査するこ

とによって，体育教材としての「ハンドボールj

の価値を明らかにし筑波大学共通体育の目擦

を達成することができたかを明らかにすること

である O 調査の結果，仲間とスポーツをするこ

との楽しさにi喝しでかなり高い評価が得られた

が，ハンドボールの技術の習得や戦術の理解な

ととの科目特性に関する達成度ではやや低い評価

であった。

私は，昭和 52年 4月から今年まで 35年間筑

波大学体育センターに勤務し共通体育「ハン

ドボール」の授業を担当してきた。授業を進め

る上でまず心がけたのは，ハンドボールを通し

てスポーツの楽しさを伝えることであった。ハ

ンドボールの技術や戦術を理解し体得させるの

は授業の中心的な目標であるが，受講学生同士，

また指導者と受講学生との良好な雰囲気づくり

にも気を配った。現代の若者は他人と協力して

行動するのが苦手であると言われているが，ハ

ンドボール受講学生はチームでの活動を行う中

でお互いに協力し合い楽しい時間を共有できた

のではないかと本調査結果から推測される。こ

のような受講生にパワーをもらいながら体育セ

ンターで過ごせたことに感謝の気持ちでいっぱ

いである O

説辞

アンケート調査結果の統計処理や貴重な助言

を頂いた筑波大学スポーツ R&Dコアの吉関手Ij

貢さんに心より感謝します。
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